
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

4

（単位：円）

備 考番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

窯業技術センター維持
運営事業

佐賀県 6,182,499 2,709,000

3
企業導入・産業
活性化措置

産学官共同研究コー
ディネート事業補助事
業

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

九州シンクロトロン光
研究センター施設管理
事業

佐賀県 179,692,729 170,000,000

佐賀県 13,645,420 13,645,420

2
企業導入・産業
活性化措置

九州シンクロトロン光
研究センター産業利用
コーディネート事業

佐賀県 16,929,694 14,200,000



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

1

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援

目標：県有ビームライン利用時間の増加
　　　・県有ビームライン利用時間数　3,600時間（令和５年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県鳥栖市弥生が丘

交付金事業の概要

　佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター（以下、「センター」という。）は、
シンクロトロン光の産業分野での利活用を主たる目的として、地方自治体としては初
めて建設された施設です。国内外の大学・企業・試験研究機関などによるシンクロト
ロン光を活用した研究開発を支援し、また、これらの共同研究など、産学官の連携を
促進することで、新規産業の創出や地域産業の振興を目指しており、安全かつ円滑な
管理運営に努めています。
　そのため、公益財団法人佐賀県産業振興機構へ指定管理委託しているセンターの施
設管理事業に交付金を充当します。

【事業量】
　公益財団法人佐賀県産業振興機構へ指定管理委託している佐賀県立九州シンクロト
ロン光研究センターの施設管理事業（財団職員９名分の人件費、光熱水費（電気料･ガ
ス料･水道料）、施設保守管理点検等12ヶ月分）

事業期間の設定理由 指定管理期間の終期まで

令和14年度

措置名 交付金事業の名称番号

公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

九州シンクロトロン光研究センター施設管理事業

平成22年度 事業終了（予定）年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

活動指標

令和６年度

評価年度の設定理由

成果目標

活動見込

達成度

単位

日

日

％

評価年度

2,782

3,600

77.3

令和５年度の実績が集計可能となる次年度の令和６年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和３年度 令和４年度

170,000,000

令和５年度 備考

173,194,468 183,034,000 179,692,729 2,640,675,811

170,000,000 170,000,000 170,000,000

170,000,000

　機器更新等による実験効率化や利用者の複数回利用による測定効率化等のため１件
当たりの利用時間が短縮したことにより県有ビームラインの利用時間数が減少しまし
た。実験・研究施設であるため、利用者の都合による利用時間数の増減は避けられな
いものの、引き続きセンターのPR、産業利用コーディネーターによる企業訪問を通じ
て利用促進に取り組むとともに、過去の利用分析や県内産業動向等の分析を行い、効
果的な利用促進を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

170,000,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度

144

160

90.0

148

145

102.1

145

145

100.0

単位

時間

時間

％

県有ビームライン利用可
能日数

活動実績

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

県有ビーム
ライン利用
時間　3,600
時間

令和５年度
県有ビーム
ライン利用
時間数

成果指標



契約の相手方 契約金額

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

交付金事業の評価課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

随意契約（指定管理制度）
公益財団法人佐賀県産業振興機
構（佐賀県佐賀市）

179,692,729

交付金事業の担当課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

同センターの維持管理運営



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）
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交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援

目標：県有ビームライン利用時間の増加
　　　・県有ビームライン利用時間数　3,600時間（令和５年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県鳥栖市弥生が丘

交付金事業の概要

　九州シンクロトロン光研究センター（以下、「センター」という。）は、産業利用
を主たる目的として、全国で初めて自治体が建設したシンクロトロン光施設であり、
平成18年２月に開所して以来、全国の産学官各方面から試験研究に利用されていま
す。
　センターの設立の基本方針の一つである地域産業の高度化と新規産業の創出を図る
ため、佐賀県内の企業等を訪問し、相談、利用、課題解決までの一連の支援を行う産
業利用コーディネーターを配置します。

【事業量】
　産業利用コーディネーターの配置（３名×12か月）

事業期間の設定理由 佐賀県施策方針２０２３の終期まで

令和８年度

措置名 交付金事業の名称番号

企業導入・産業活性化措
置

九州シンクロトロン光研究センター産業利用コーディネート事業

令和元年度 事業終了（予定）年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

活動指標

令和６年度

評価年度の設定理由

成果目標

活動見込

達成度

単位

件

件

％

評価年度

2,782

3,600

77.3

令和５年度の実績が集計可能となる次年度の令和６年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和３年度 令和４年度

15,536,624

令和５年度 備考

17,097,433 16,361,182 16,929,694 78,493,060

16,498,319 15,536,624 14,200,000

16,498,319

　機器更新等による実験効率化や利用者の複数回利用による測定効率化等のため１件
当たりの利用時間が短縮したことにより県有ビームラインの利用時間数が減少しまし
た。実験・研究施設であるため、利用者の都合による利用時間数の増減は避けられな
いものの、引き続きセンターのPR、産業利用コーディネーターによる企業訪問を通じ
て利用促進に取り組むとともに、過去の利用分析や県内産業動向等の分析を行い、効
果的な利用促進を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

14,200,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度

164

150

109.3

243

150

162.0

200

150

133.3

単位

時間

時間

％

コーディネーターの企業
等訪問件数（延べ件数）

活動実績

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

県有ビーム
ライン利用
時間　3,600
時間

令和５年度
県有ビーム
ライン利用
時間数

成果指標



契約の相手方 契約金額

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

交付金事業の評価課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

随意契約（取扱一店）
公益財団法人佐賀県産業振興機
構（佐賀県佐賀市）

16,929,694

交付金事業の担当課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

コーディネーター３名の業務
委託



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）
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交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援

目標：県内企業の産学官連携などを促進する。
　　　・新技術・新製品開発支援による事業化件数
　　　　　20件（令和５年度～令和８年度累計）
　　　・開放特許保有者（大企業、大学、公設試等）と県内企業のマッチング件数
　　　　　32件（令和５年度～令和８年度累計）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県一円

交付金事業の概要

　県は、公益財団法人佐賀県産業振興機構が行う産学官共同研究コーディネート事業
に対して補助金を交付します。
　産学官共同研究コーディネート事業では、専任の産学官連携コーディネータが県内
企業のニーズと大学・公的研究機関の研究シーズのマッチングや、県内外の補助金・
競争的研究費の獲得支援や相談対応を行うことにより、県内中小企業の新技術の開発
及び新産業の創出を目指します。
　また、「開放特許」を有する大企業等と、その「開放特許」を使って技術革新、新
事業創出を目指す県内中小企業とのマッチングを行うことにより、県内中小企業の製
品開発等を加速させます。

【事業量】
　補助事業者…公益財団法人佐賀県産業振興機構
　産学官連携コーディネータ３名の配置に係る人件費、活動費の補助（令和５年４月
～令和６年２月）

措置名 交付金事業の名称番号

企業導入・産業活性化措
置

産学官共同研究コーディネート事業補助事業



事業開始年度

事業期間の設定理由 佐賀県施策方針２０２３の終期まで

令和９年度

評価年度の設定理由

令和８年度

成果目標 評価年度

20

令和８年度の実績が集計可能となる次年度の令和９年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

令和元年度 事業終了（予定）年度

本交付金の活用により、今年度も産学官共同研究コーディネート事業補助事業を実施
できました。次年度についても引き続き「佐賀県施策方針２０２３」に基づき活動を
行うこととします。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

単位

件

件

％

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値

達成度

新技術・新
製品開発支
援による事
業化件数
20件

令和５年度
～令和８年
度の新技
術・新製品
開発支援に
よる事業化
累計件数

成果指標

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和９年度

開放特許保
有者（大企
業、大学、
公設試等）
と県内企業
のマッチン
グ件数　32
件

令和５年度
～令和８年
度の開放特
許保有者
（大企業、
大学、公設
試等）と県
内企業の
マッチング
累計件数

成果実績 件

目標値 件 32

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

活動指標

契約の相手方 契約金額

活動見込

達成度

単位

件

件

％

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和３年度 令和４年度

8,448,810

令和５年度 備考

4,945,278 8,448,810 13,645,420 35,973,762

4,794,000 8,448,810 13,645,420

4,794,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

13,645,420

交付金事業の評価課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

補助
公益財団法人佐賀県産業振興機
構（佐賀県佐賀市）

13,645,420

交付金事業の担当課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

人件費等

令和３年度 令和４年度 令和５年度

58

80

72.5

138

120

115.0

185

200

92.5

研究開発を行う企業や開
放特許の活用を目指す企
業等の支援のための訪問
件数

活動実績交付金事業の活動指標
及び活動実績



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）
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交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援

目標：県内企業が抱える技術的な課題の解決
　　　・各種開放機器の利用件数　4,850件（令和５年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県西松浦郡有田町黒牟田丙

交付金事業の概要

　窯業技術センターでは、約400年に及ぶ歴史を有する県内の陶磁器産業の振興を図る
ため、研究開発・地元企業の技術支援などに取り組んでいます。
　県内企業の研究研究ニーズへ適切に対応した試験研究機能を効率的かつ効果的に実
現するため、窯業技術センターの維持運営事業に交付金を充当します。
　
　【事業量】
　　○　電気料７か月（令和５年７月～令和６年１月分）

事業期間の設定理由 佐賀県施策方針２０２３の終期まで

令和８年度

措置名 交付金事業の名称番号

公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

窯業技術センター維持運営事業

令和５年度 事業終了（予定）年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

活動指標

令和６年度

評価年度の設定理由

成果目標

活動見込

達成度

単位

月

月

％

評価年度

3,938

4,850

81.2

令和５年度の成果が集計可能となる次年度の令和６年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和５年度 備考

6,182,499

2,709,000

2,709,000

　窯業技術センターの維持運営に交付金を充当することにより、研究開発の促進及び
試験・評価・分析について安定的な運用ができ、県内企業・地場産業の振興に資する
環境整備ができました。
　令和５年度は長時間にわたる機器の利用が少なかったこと及び機器の一部を非開放
としたこと等により、目標値に達しませんでした。令和６年度は業界団体との各種会
議や企業等からの技術相談の際により一層機器開放事業を周知し、利用増を図りま
す。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

令和５年度

7

7

100.0

単位

件

件

％

電気料への充当月数

活動実績

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

各種開放機
器の利用件
数
4,850件

令和５年度
の各種開放
機器の利用
件数

成果指標



契約の相手方 契約金額

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

交付金事業の評価課室 佐賀県窯業技術センター

随意契約（入札不落）
九州電力株式会社佐賀営業所
（佐賀県佐賀市）

6,182,499

交付金事業の担当課室 佐賀県窯業技術センター

窯業技術センターの維持運営



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

九州シンクロトロン光
研究センター施設設備
整備事業

2

26,574,889

企業導入・産業
活性化措置

さが「きらめく」もの
づくり産業創生応援事
業

26,651,8891

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

佐賀県

佐賀県 17,079,045 17,078,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）

備 考

49,997,276 26,533,8603
企業導入・産業
活性化措置

コスメ技術開発・人材
育成拠点整備事業

佐賀県



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

佐賀県

交付金事業実施場所

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

1

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援

目標：県有ビームライン利用時間の増加
　　　・県有ビームライン利用時間数　3,600時間（令和５年度）

措置名 交付金事業の名称番号

公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

九州シンクロトロン光研究センター施設設備整備事業

佐賀県鳥栖市弥生が丘

交付金事業の概要

　近年のシンクロトロン光の産業利用の進展に伴い、その実験研究の内容が多様化し
ており、今後も多様なニーズが寄せられることが想定されます。このような中、九州
シンクロトロン光研究センター施設の目的を実現するためには、高度化、調整、改良
等、常にR&Dを継続し、多様化するユーザーニーズに対応していく必要があるため、装
置等の必要性、コスト、成果創出の可能性等を総合的に勘案し、必要に応じて装置の
高度化等を図ります。

【事業量】
　低エネルギーXAFS測定チャンバー　１式
　BL15　モータ制御システム更新　１式
　（小型モータ用モータドライバ、大型モータ用モータドライバ、
　　モータドライバ専用電源、パルスモータコントローラ）
　BL15　XAFS測定用試料ステージ　１式
　（左右ステージ、上下ステージ、傾きステージ）
　エレクトロメータ　２台
　X線検出器用高圧電源　１式
　試料観察用光学顕微鏡　１式



令和５年度 事業終了（予定）年度

機器の導入

100.0

7

事業開始年度

12 7

8

87.5

令和３年度 令和４年度

評価年度

2,782

3,600

77.3

12

活動実績

令和５年度の実績が集計可能となる次年度の令和６年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

単位

台

台

％

7

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値 時間

％

令和５年度

評価年度の設定理由

成果目標

活動見込

達成度

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

県有ビーム
ライン利用
時間　3,600
時間

令和５年度
県有ビーム
ライン利用
時間数

成果指標

　機器更新等による実験効率化や利用者の複数回利用による測定効率化等のため１件
当たりの利用時間が短縮したことにより県有ビームラインの利用時間数が減少しまし
た。実験・研究施設であるため、利用者の都合による利用時間数の増減は避けられな
いものの、引き続きセンターのPR、産業利用コーディネーターによる企業訪問を通じ
て利用促進に取り組むとともに、過去の利用分析や県内産業動向等の分析を行い、効
果的な利用促進を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

単位

時間

令和５年度

100.0

事業期間の設定理由

活動指標

令和６年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

BL15 XAFS測定用試料ステー
ジ

一般競争入札

随意契約（見積合わせ）

随意契約（見積合わせ）

一般競争入札

随意契約（見積合わせ）

随意契約（取扱一店）

契約の方法契約の目的

エレクトロメータ

X線検出器用高圧電源

試料観察用光学顕微鏡

1,122,209

594,000

交付金事業の担当課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

交付金事業の契約の概要

株式会社メレック（東京都八王
子市）

低エネルギーXAFS測定チャン
バー

神津精機株式会社（神奈川県川
崎市）

924,660

九州計測器株式会社（福岡県福
岡市）

4,371,840

神津精機株式会社（神奈川県川
崎市）

2,970,000

26,651,889計

佐賀県産業労働部ものづくり産業課

20,505,375 26,651,889 139,158,653

30,775,800 20,505,375 26,574,889 (平成30年度～令和５年度)

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和３年度 令和４年度

30,775,800

令和５年度 備考

30,775,800

株式会社トヤマ（神奈川県足柄
上郡山北町）

15,400,000

契約の相手方 契約金額

BL15 モータ制御システム更
新

随意契約（見積合わせ）
ツジ電子株式会社（茨城県土浦
市）

交付金事業の評価課室

26,574,88920,505,375

九州計測器株式会社（福岡県福
岡市）

1,269,180



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

2

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県佐賀市鍋島町

交付金事業の概要

　県内において製造業を営む中小企業者の「稼ぐ力」を強化し、将来的に安定した事業経営
及び技術開発力の強靭化を促すため、公益財団法人佐賀県産業振興機構が行う新技術開
発や新製品開発に対する支援事業に補助金を交付します。

【事業量】
○補助事業者：公益財団法人佐賀県産業振興機構
○内容：県内において製造業を営む中小企業者が取り組む自社技術の高度化や
　　　　　 新技術の創出を図るために実施する研究開発及び自社技術を活用した
　　　　 　新製品の開発を図るために実施する製品開発に係る経費の補助
○間接補助率：2/3以内
○間接補助上限額：5,000千円
○採択件数：新技術開発又は新製品開発５件
○補助対象経費：消耗品費等の研究開発、製品開発に要する経費
（新技術開発）
   ・閉所における長距離通信技術を用いた多目的ロボットの開発と管理技術の確立
   ・微小欠陥領域におけるアルミ鋳物の欠陥寸法と疲労限度の関係性把握
     （疲労設計手法の開発）
（新製品開発）
   ・キャンピングカー用サブバッテリーシステムの開発
   ・白色アラゲキクラゲから抽出するエキスを活用した機能性のある製品と
     ビタミンD高濃度化のための紫外線照射装置の開発
   ・大型インクジェット印刷機による佐賀の伝統文様等を現代化させた新規貼箱用紙式の
     開発と生産化

措置名 交付金事業の名称番号

企業導入・産業活性化措
置

さが「きらめく」ものづくり産業創生応援事業



交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援

目標：県内ものづくり企業が実施する「稼ぐ」ための新技術開発・新製品開発を支援し、
　　　　地域産業の活性化を図ります。
　　　　【新技術開発補助】
　　　　･事業終了後５年以内に、事業成果を活用した製品開発や技術開発につなげた
　　　　　取組件数の総採択件数に対する比率　50%（令和10年度）
　　　　【新製品開発補助】
　　　　･事業終了後３年以内に、１採択当たり１件以上の製品化を達した取組件数の
　　　　　総採択件数に対する比率　60%（令和８年度）

事業開始年度

事業期間の設定理由 佐賀県施策方針２０２３の終期まで

令和８年度令和元年度 事業終了（予定）年度



評価年度 令和９年度

【新製品開
発補助】
事業終了後
３年以内
に、１採択
当たり１件
以上の製品
化を達した
取組件数の
総採択件数
に対する比
率　60%

令和８年度
までに１採
択当たり１
件以上の製
品化を達し
た取組件数
÷総採択件
数×100

成果実績 %

目標値 % 60

達成度 %

令和１１年度成果目標 評価年度

50

【新技術開
発補助】
事業終了後
５年以内
に、事業成
果を活用し
た製品開発
や技術開発
につなげた
取組件数の
総採択件数
に対する比
率　50%

令和10年度
までに事業
成果を活用
した製品開
発や技術開
発につなげ
た取組件数
÷総採択件
数×100

成果指標

成果目標 成果指標 単位

単位

%

%

%

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の成果目標
及び成果実績



うち文部科学省分

うち経済産業省分

活動指標

評価年度の設定理由

契約の相手方 契約金額

活動見込

達成度

単位

件

件

%

　新技術開発補助は、本事業の成果を次の事業（継続的な技術開発や新製品開発等）
につなげることを目的としているため、その活動状況を成果実績とします。
　新製品開発補助は、スムーズな製品開発の支援を目的としているため、新製品の上
市の状況を成果実績とします。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和３年度 令和４年度

18,489,000

令和５年度 備考

22,251,135 18,490,740 17,079,045 101,407,359

22,231,000 18,489,000 17,078,000

22,231,000

本交付金の活用により、今年度もさが「きらめく」ものづくり産業創生応援事業を実
施できました。次年度以降についても引き続き「佐賀県施策方針２０２３」に基づき
事業を行うこととします。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

17,078,000

交付金事業の評価課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

補助
公益財団法人佐賀県産業振興機
構（佐賀県佐賀市）

17,079,045

交付金事業の担当課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

研究開発費等

令和３年度 令和４年度 令和５年度

7

6

116.7

6

6

100.0

5

6

83.3

交付金事業の活動指標
及び活動実績

新技術開発補助・新製品
開発補助を活用する企業
数

活動実績

交付金事業の成果目標
及び成果実績



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

企業導入・産業活性化措
置

コスメ技術開発・人材育成拠点整備事業

令和５年度 事業終了（予定）年度

措置名 交付金事業の名称番号

3

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　⑤地域資源を活用した産業の振興
　　　・地域資源の高付加価値化・ビジネス化の取組支援等
　　　　（コスメティック構想、サガマリアージュなど）

目標：県内化粧品生産金額の増加を目指す
　　　・毎年３％の増加を目指す（令和５年度実績３％増）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県佐賀市鍋島町

交付金事業の概要

　美容・健康産業の振興に資する化粧品に関する新たな技術開発と、美容・健康業界
で活躍できる人材を育成する環境を整備し、コスメ産業の集積を促進させます。
　そのために、化粧品の先端技術の研究分野において実績のある専門家（コスメ研究
の第一人者）及び研究員、原料コーディネーターを公益財団法人佐賀県産業振興機構
に配置し、佐賀大学と連携のうえ「化粧品科学　共同研究講座」を設置し、化粧品に
関する共同研究や人材育成のための取組を行います。

　【事業量】
　　公益財団法人佐賀県産業振興機構への研究開発及び人材育成に係る委託
　　　･プロジェクトリーダー（コスメ研究の第一人者）及びコスメ産業創出研究員
　　　 ２名の配置費（人件費等）（令和５年７月～令和６年３月）
　　　･コスメ原料コーディネーター業務委託費
　　　･共同研究講座関連経費

事業期間の設定理由
研究開発・人材育成による取組は短期間で成果が出るものでもないことから、事業を
継続して実施し、着実に成果を積み上げていく必要があるため。

令和８年度



単位

千円

千円

％

佐賀大学（化粧品科学講
座）と企業が連携して取
り組む研究開発テーマ数

活動実績

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

県内化粧品
生産金額の
増加（毎年
3%の増加）
13,428,231
千円

令和５年度
の県内化粧
品生産金額

成果指標

本交付金の活用により、「佐賀県施策方針２０２３」に基づき、コスメ技術開発・人
材育成拠点整備事業を実施できました。次年度についても引き続き「佐賀県施策方針
２０２３」に基づいた活動を行うこととします。

令和５年度

11

6

183.3

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動見込

達成度

単位

件

件

％

評価年度

13,533,906

13,428,231

100.8

令和５年度の成果が集計可能となる次年度の令和６年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

活動指標

令和６年度

評価年度の設定理由

成果目標

意識醸成のための化粧品
セミナー回数

活動実績 回 2

活動見込 回 2

達成度 ％ 100.0

県内企業、各市町等訪問
件数

活動実績 件 18

活動見込 件 50

達成度 ％ 36.0



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課コスメティック産業推進室

随意契約（取扱一店）
公益財団法人佐賀県産業振興機
構（佐賀県佐賀市）

49,997,276

交付金事業の担当課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課コスメティック産業推進室

県内企業等との共同研究・人
材育成

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

26,533,860

備考

49,997,276

26,533,860

契約の相手方 契約金額

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和５年度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

2

（単位：円）

備 考番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

農林水産試験研究機関
施設設備整備事業

佐賀県 69,825,800 66,216,700

1
企業導入・産業
活性化措置

窯業技術センター施設
設備整備事業

佐賀県 8,756,000 8,756,000



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

1

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援

目標：県内企業が抱える技術的な課題の解決
　　　・各種開放機器の利用件数　4,850件（令和６年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県西松浦郡有田町黒牟田丙

交付金事業の概要

　窯業技術センターでは、約400年に及ぶ歴史を有する県内の陶磁器産業の振興を図る
ため、研究開発・地元企業の技術支援などに取り組んでいます。
　窯業技術センターにおいて、設備機器を整備することで、研究開発、試験・評価・
分析機能を充実し、県内中小企業への新技術の移転及び技術者の育成を促し、技術力
や新製品開発力を高め、もって地場産業の振興を図ります。

　【事業量】
　　・熱分析装置　１式
　　　（制御装置、熱機械分析装置、膨張計（高温型）、
　　　　示差熱・熱重量同時測定装置（高温型）、雰囲気制御装置、分析天秤、
　　　　パソコンラック、日本語マニュアル）

事業期間の設定理由

令和５年度

措置名 交付金事業の名称番号

窯業技術センター施設設備整備事業

令和５年度 事業終了（予定）年度

企業導入・産業活性化措
置



うち文部科学省分

うち経済産業省分

活動指標

令和７年度

評価年度の設定理由

成果目標

契約の相手方 契約金額

活動見込

達成度

単位

式

式

％

評価年度

4,850

令和６年度の成果が集計可能となる次年度の令和７年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

令和３年度 令和４年度

33,288,200

令和５年度 備考

54,615,000 33,288,200 8,756,000 260,427,656

54,615,000 33,288,200 8,756,000 (平成30年度～令和５年度)

54,615,000

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

　令和５年度は長時間にわたる機器の利用が少なかったこと及び機器の一部を非開放
としたこと等により、目標値に達しませんでした。令和６年度は業界団体との各種会
議や企業等からの技術相談の際により一層機器開放事業を周知し、利用増を図りま
す。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

8,756,000

交付金事業の評価課室 佐賀県窯業技術センター

一般競争入札
安武科学器械株式会社佐賀営業
所（佐賀県佐賀市）

8,756,000

交付金事業の担当課室 佐賀県窯業技術センター

熱分析装置

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

各種開放機
器の利用件
数
4,850件

令和６年度
の各種開放
機器の利用
件数

成果指標 単位

件

件

％

機器の導入

活動実績

令和３年度 令和４年度 令和５年度

5

5

100.0

10

10

100.0

1

1

100.0



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

農林水産試験研究機関施設設備整備事業2

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県武雄市山内町ほか３件

交付金事業の概要

　佐賀県農林水産部の各試験研究機関では、地域の課題に応じ、基礎的分野から応用
分野に至るまで幅広い試験研究を行うとともに、調査・相談業務や技術指導などを
行っています。
　佐賀県農林水産部の各試験研究機関において、設備機器の導入を行うことで、研究
開発、試験・評価・分析機能を充実し、新品種や栽培技術の開発力を向上させ、農林
水産業の振興を図ります。

　【事業量】
　　・繁殖牛舎運動場整備　１式
　　・開放型クロロフィル蛍光・光合成蒸散測定システム　１式
　　（本体部、チャンバー、ポロメーター）
　  ・スマート養殖情報自動伝達システム　１式
　　（テレメーター装置本体、各種センサー）
　　・赤潮プランクトンの活性測定機器　１式

措置名 交付金事業の名称番号



交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「守ろう！」 先どる危機管理　安全・安心のまち
　（４）環境
　　④有明海の再生
　　　・二枚貝類等の水産資源の回復に向けた取組

「挑もう！」 新たな価値を生み　挑戦を続ける産業
　（２）農業
　　①稼ぐ農業経営体の創出に向けた磨き上げ
　　　・さが園芸８８８運動の推進
　　　・「佐賀牛」の生産基盤の強化
　　　・新品種・新技術の開発・普及
　（４）水産業
　　①玄海・有明海における魅力ある水産業の展開
　　　・玄海、有明海の水産資源回復
　　　・漁業のスマート化
　　　・有明海におけるノリ養殖の生産安定

目標：先進的な試験研究活動
　　　・佐賀県畜産試験場における令和６年度の研究課題数　13件
　　　・佐賀県茶業試験場における令和６年度の研究課題数　10件
　　　・佐賀県玄海水産振興センターにおける令和６年度の研究課題数　８件
　　　・佐賀県有明水産振興センターにおける令和６年度の研究課題数　８件

令和５年度 事業終了（予定）年度事業開始年度

事業期間の設定理由

令和５年度



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

佐賀県有明
水産振興セ
ンターにお
ける令和６
年度の研究
課題数
８件

佐賀県有明
水産振興セ
ンターにお
ける令和６
年度の研究
課題数

成果実績 件

目標値 件 8

達成度 ％

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

佐賀県玄海
水産振興セ
ンターにお
ける令和６
年度の研究
課題数
８件

佐賀県玄海
水産振興セ
ンターにお
ける令和６
年度の研究
課題数

成果実績 件

目標値 件 8

達成度 ％

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

佐賀県茶業
試験場にお
ける令和６
年度の研究
課題数
10件

佐賀県茶業
試験場にお
ける令和６
年度の研究
課題数

成果実績 件

目標値 件 10

達成度 ％

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

佐賀県畜産
試験場にお
ける令和６
年度の研究
課題数
13件

佐賀県畜産
試験場にお
ける令和６
年度の研究
課題数

成果実績 件

目標値 件 13

達成度 ％

令和６年度の成果が集計可能となる次年度の令和７年度に評価を実施。

評価年度の設定理由



うち文部科学省分

うち経済産業省分

スマート養殖情報自動伝達シ
ステム

一般競争入札
山下医科器械株式会社佐賀支社
（佐賀県佐賀市）

22,473,000

繁殖牛舎運動場整備 一般競争入札
株式会社興国建設（佐賀県武雄
市）

17,669,300

開放型クロロフィル蛍光・光
合成蒸散測定システム

一般競争入札
有限会社プロ・ディバイス佐賀
（佐賀県佐賀市）

23,320,000

19

100.0

8

9

88.9

4

4

100.0

交付金事業の評価課室
佐賀県農林水産部農政企画課、佐賀県畜産試験場、佐賀県茶業試験場、佐賀県玄海水
産振興センター、佐賀県有明水産振興センター

一般競争入札
山下医科器械株式会社佐賀支社
（佐賀県佐賀市）

6,363,500

交付金事業の担当課室
佐賀県農林水産部農政企画課、佐賀県畜産試験場、佐賀県茶業試験場、佐賀県玄海水
産振興センター、佐賀県有明水産振興センター

赤潮プランクトンの活性測定
機器

　本交付金の活用により、本県の農林水産関係試験研究機関４か所に先進的な研究を
可能とする設備・機器を導入することができ、質の高い試験研究を実施することがで
きました。
　次年度も引き続き、導入された設備・機器を活用し、試験研究課題の内容の充実・
高度化を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

66,216,70086,832,200

令和５年度 備考

60,851,833 86,832,200 69,825,800 443,330,373

60,851,833 86,832,200 66,216,700

60,851,833

機器の導入及び施設整備

活動実績交付金事業の活動指標
及び活動実績

令和３年度 令和４年度 令和５年度

19

契約の相手方 契約金額

活動見込

達成度

単位

式

式

％

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和３年度 令和４年度

活動指標



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要した経費 交付金充当額 備　考

1 給付金交付助成措置
原子力立地給付金交付事
業

佐賀県 579,602,756 579,602,756



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 給付金交付助成措置 原子力立地給付金交付事業

【玄海町】
交付金事業に関する主要政策･施策：第五次玄海町総合計画(平成28年度～令和7年度）
　基本目標１　環境分野　自然と共生するまち
　　基本施策１－１　自然環境の保全
　　　項目１　環境対策の推進
　　　　　脱炭素社会の実現に向けて、省エネルギーと温室効果ガス削減を推進し、
　　　　地球温暖化対策に取り組みます。

事業開始年度 令和５年度 事業終了年度 令和５年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県
交付金事業実施場所 玄海町、唐津市（旧唐津市、旧肥前町、旧鎮西町、旧呼子町）　一円

交付金事業の概要
　原子力発電施設等の設置及び運転の円滑化に係る地域の理解を促進するため、小売電気事業者等から電
気の供給を受けている一般家庭、工場等に対する給付金を交付します。

交付金事業に関係する都道府県又
は市町村の主要政策・施策とその
目標

【唐津市】
唐津市（旧唐津市、旧肥前町、旧鎮西町、旧呼子町）の電灯需要家、電力需要家に原子力立地給付金を交
付し、電気料金の実質的な割引を行うことにより、地域住民及び企業が活動しやすい環境となり、地域振
興に資するよう図ります。

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標及び成果実
績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

－

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

【唐津市】
唐津市（旧唐津市、旧肥前町、旧鎮西町、旧呼子町）において電灯需要家572,076口、電力需要家
1,560,478.0kW（6,970件）に対し原子力立地給付金を交付し、地域振興に資することとなりました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

－
成果実績 －
目標値 －
達成度 －

交付金事業の活動指標及び活動実
績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度

1,639,265.0

活動実績 口

令和５年度

活動実績 kw 1,568,899.0 1,555,756.5 1,560,478.0
活動見込 kw 1,641,010.0

【玄海町】
玄海町の電灯需要家35,568口、電力需要家174,225.5kW（1,185件）に対し原子力立地給付金を交付し、地
域振興に資することとなりました。

95.6 94.9 95.9

達成度 ％ 99.3 98.7 97.8【唐津市】
　給付金の交付件数

571,860 572,772 572,076
活動見込 口 575,702 580,230 584,897

1,627,685.0
達成度 ％

kw 172,145.0 172,704.5 174,225.5
活動見込 kw 176,909.0 176,909.0 176,909.0

36,089
達成度 ％ 100.3 98.6 98.6【玄海町】

　給付金の交付件数

活動実績 口 35,736 35,628 35,568
活動見込 口 35,628 36,150

達成度 ％ 97.3 97.6 98.5

活動実績



交付金事業の総事業費等 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考

総事業費 580,415,707 578,491,445 579,602,756 3,461,963,287

580,415,707 578,491,445 579,602,756 （平成30年度～令和5年度）

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

交付金事業の評価課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課、玄海町企画商工課、唐津市地域づくり課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

給付金の交付 随意契約（公募）
一般財団法人電源地域振興センター（東京
都中央区）

579,602,756

うち経済産業省分 580,415,707 578,491,445 579,602,756

交付金事業の契約の概要

交付金充当額



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

3

（単位：円）

備 考番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

農林水産試験研究機関
施設設備整備事業

佐賀県 97,680,000 97,680,000

1
企業導入・産業
活性化措置

窯業技術センター施設
設備整備事業

佐賀県 20,828,500 20,828,500

2
企業導入・産業
活性化措置

工業技術センター施設
設備整備事業

佐賀県 46,004,200 46,004,200



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

1

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援

目標：県内企業が抱える技術的な課題の解決
　　　・各種開放機器の利用件数　4,850件（令和６年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県西松浦郡有田町黒牟田丙

交付金事業の概要

　窯業技術センターでは、約400年に及ぶ歴史を有する県内の陶磁器産業の振興を図る
ため、研究開発・地元企業の技術支援などに取り組んでいます。
　窯業技術センターにおいて、設備機器を整備することで、研究開発、試験・評価・
分析機能を充実し、県内中小企業への新技術の移転及び技術者の育成を促し、技術力
や新製品開発力を高め、もって地場産業の振興を図ります。

　【事業量】
　　・ビードサンプラー　１式
　　　（本体、空冷式循環送水装置、白金ルツボ）
　　・モデリングマシン　１式

事業期間の設定理由

令和５年度

措置名 交付金事業の名称番号

企業導入・産業活性化措
置

窯業技術センター施設設備整備事業

令和５年度 事業終了（予定）年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

活動指標

令和７年度

評価年度の設定理由

成果目標

活動見込

達成度

単位

式

式

％

評価年度

4,850

令和６年度の成果が集計可能となる次年度の令和７年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和３年度 令和４年度

33,288,200

令和５年度 備考

54,615,000 33,288,200 20,828,500 260,427,656

54,615,000 33,288,200 20,828,500 (平成30年度～令和５年度)

54,615,000

　令和５年度は長時間にわたる機器の利用が少なかったこと及び機器の一部を非開放
としたこと等により、目標値に達しませんでした。令和６年度は業界団体との各種会
議や企業等からの技術相談の際により一層機器開放事業を周知し、利用増を図りま
す。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

20,828,500

令和３年度 令和４年度 令和５年度

5

5

100.0

10

10

100.0

2

2

100.0

単位

件

件

％

機器の導入

活動実績

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

各種開放機
器の利用件
数
4,850件

令和６年度
の各種開放
機器の利用
件数

成果指標



契約の相手方 契約金額

ビードサンプラー 一般競争入札
佐賀正晃株式会社（佐賀県佐賀
市）

6,231,500

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

交付金事業の評価課室 佐賀県窯業技術センター

一般競争入札
株式会社システム計装（長崎県
佐世保市）

14,597,000

交付金事業の担当課室 佐賀県窯業技術センター

モデリングマシン



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

企業導入・産業活性化措
置

工業技術センター施設設備整備事業

措置名 交付金事業の名称番号

2

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援

目標：県内企業が抱える技術的な課題の解決
　　　・各種機器の利用開放件数　2,820件（令和６年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県佐賀市鍋島町

交付金事業の概要

　佐賀県工業技術センターでは、さまざまな県内工業界（製造業）の振興を図るた
め、研究開発や地元企業の技術支援などに取り組んでいます。
　研究開発や技術支援に必要な評価・分析機能を向上させるため、老朽化した２つの
機器の更新及び１つの最新機器の整備を行います。

　【事業量】
　　・オートグラフ材料試験機　１式
　　　（試験機本体、制御・データ処理装置、引張試験治具、圧縮試験治具、
　　　　ビデオ式非接触伸び計）
　　・真空凍結乾燥機　１式
　　　（冷却トラップ、乾燥チャンバー、真空ポンプ）
　　・バイオセンサー　１式
　　　（バイオセンサー、48検体オートサンプラー）



うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和５年度

7

7

100.0

3

3

100.0

3

3

100.0

単位

件

件

%

機器の導入

活動実績

令和３年度 令和４年度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

各種機器の
利用開放件
数
2,820件

令和６年度
の各種機器
の利用開放
件数

成果指標

　利用開放件数を達成するため、導入機器の操作説明会の開催及びホームページでの
操作マニュアルの公開を実施します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

46,004,20072,283,200

令和５年度 備考

62,538,300 72,283,200 46,004,200 371,841,820

62,538,300 72,283,200 46,004,200 (平成30年度～令和５年度)

62,538,300

活動見込

達成度

単位

式

式

％

評価年度

2,820

令和６年度の成果が集計可能となる次年度の令和７年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

令和５年度 事業終了（予定）年度

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和３年度 令和４年度

事業開始年度

事業期間の設定理由

活動指標

令和７年度

評価年度の設定理由

令和５年度

成果目標



交付金事業の評価課室 佐賀県工業技術センター

随意契約（入札不落）
有限会社佐賀新興（佐賀県佐賀
市）

6,190,800

交付金事業の担当課室 佐賀県工業技術センター

バイオセンサー

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

オートグラフ材料試験機

真空凍結乾燥機

一般競争入札

随意契約（入札不落）
有限会社佐賀新興（佐賀県佐賀
市）

13,413,400

安武科学器械株式会社佐賀営業
所（佐賀県佐賀市）

26,400,000

契約の相手方 契約金額



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み　挑戦を続ける産業
　（２）農業
　　　①稼ぐ農業経営体の創出に向けた磨き上げ
　　　　・さが園芸８８８運動の推進
　　　　・新品種・新技術の開発・普及
　（３）林業
　　　①持続可能な林業の確立
　　　　・さがの林業再生プロジェクト
　　　　・サガンスギでの再造林等推進

目標：先進的な試験研究活動
　　　・佐賀県林業試験場における令和６年度の研究課題数　４件
　　　・佐賀県農業試験研究センターにおける令和６年度の研究課題数　41件
　　　・佐賀県果樹試験場における令和６年度の研究課題数　16件

公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

農林水産試験研究機関施設設備整備事業3

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県佐賀市大和町ほか２件

交付金事業の概要

　佐賀県農林水産部の各試験研究機関では、地域の課題に応じ、基礎的分野から応用
分野に至るまで幅広い試験研究を行うとともに、調査・相談業務や技術指導などを
行っています。
　佐賀県農林水産部の各試験研究機関において、設備機器の導入を行うことで、研究
開発、試験・評価・分析機能を充実し、新品種や栽培技術の開発力を向上させ、農林
水産業の振興を図ります。

　【事業量】
　　・サガンスギ苗木の生産温室　１式
　　・病原菌培養室　１式
　　（クリーンルームユニット）
　　・全自動ケルダール蒸留滴定・分解装置　１式
　　（全自動ケルダール蒸留滴定装置、全自動分解装置、
　　　分解装置連動式中和装置スクラバー、周辺機器）
　　・人工気象室　１式

措置名 交付金事業の名称番号



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

佐賀県果樹
試験場にお
ける研究課
題数
16件

佐賀県果樹
試験場にお
ける令和６
年度の研究
課題数

成果実績 件

目標値 件 16

達成度 ％

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

佐賀県農業
試験研究セ
ンターにお
ける研究課
題数
41件

佐賀県農業
試験研究セ
ンターにお
ける令和６
年度の研究
課題数

成果実績 件

目標値 件 41

達成度 ％

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

佐賀県林業
試験場にお
ける研究課
題数
４件

佐賀県林業
試験場にお
ける令和６
年度の研究
課題数

成果実績 件

目標値 件 4

達成度 ％

　本交付金の活用により、本県の農林水産関係試験研究機関３か所に先進的な研究を
可能とする設備・機器を導入することができ、質の高い試験研究を実施することがで
きました。
　次年度も引き続き、導入された設備・機器を活用し、試験研究課題の内容の充実・
高度化を図っていきます。

令和６年度の成果が集計可能となる次年度の令和７年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

令和５年度 事業終了（予定）年度事業開始年度

事業期間の設定理由

評価年度の設定理由

令和５年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

全自動ケルダール蒸留滴定・
分解装置

一般競争入札
有限会社プロ・ディバイス佐賀
（佐賀県佐賀市）

14,080,000

サガンスギ苗木の生産温室 一般競争入札
株式会社佐藤建設（佐賀県佐賀
市）

23,430,000

病原菌培養室 一般競争入札
有限会社プロ・ディバイス佐賀
（佐賀県佐賀市）

27,170,000

19

19

100.0

8

9

88.9

4

4

100.0

交付金事業の評価課室
佐賀県農林水産部農政企画課、佐賀県林業試験場、佐賀県農業試験研究センター、佐
賀県果樹試験場

一般競争入札
佐賀正晃株式会社（佐賀県佐賀
市）

33,000,000

交付金事業の担当課室
佐賀県農林水産部農政企画課、佐賀県林業試験場、佐賀県農業試験研究センター、佐
賀県果樹試験場

人工気象室

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

97,680,00086,832,200

令和５年度 備考

60,851,833 86,832,200 97,680,000 443,330,373

60,851,833 86,832,200 97,680,000

60,851,833

機器の導入及び施設整備

活動実績交付金事業の活動指標
及び活動実績

令和３年度 令和４年度 令和５年度

契約の相手方 契約金額

活動見込

達成度

単位

式

式

％

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和３年度 令和４年度

活動指標



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

佐賀県試験研究機関施
設維持補修基金造成事
業

佐賀県 1,289,460 1,289,460

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）

備 考



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

佐賀県試験研究機関施設維持補修基金造成事業

措置名 交付金事業の名称番号

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県佐賀市城内

交付金事業の概要

　佐賀県の各試験研究機関では、地域の課題に応じ、基礎的分野から応用分野に至る
まで幅広い試験研究を行うとともに、調査・相談業務や技術指導などを行っていま
す。
　このような取組を行う事業体は他になく、県が事業を実施する必要がありますが、
試験研究活動を安定的に行うための分析等機器類や特殊機械の修理及び試験研究に使
用する施設の維持補修費が不足しています。
　佐賀県内の試験研究機関施設等の原状回復及び機能を維持するために行う修繕その
他の維持補修費用に充てるための基金造成に、電源立地地域対策交付金を充当しま
す。

【事業量】
　県内11の試験研究機関において施設の原状回復及び機能を維持するために行う
　修繕、その他の維持補修費用に充てるための基金造成

　対象施設：佐賀県窯業技術センター、佐賀県工業技術センター、
　　　　　　佐賀県上場営農センター、佐賀県農業試験研究センター、
　　　　　　佐賀県果樹試験場、佐賀県茶業試験場、佐賀県畜産試験場、
　　　　　　佐賀県玄海水産振興センター、佐賀県有明水産振興センター、
　　　　　　佐賀県林業試験場、佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター
　充当対象：施設の原状回復及び機能を維持するために行う修繕、その他の維持補修
　期　　間：令和元年度～令和10年度



交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「守ろう！」 先どる危機管理　安全・安心のまち
　（４）環境
　　④有明海の再生
　　　・二枚貝類等の水産資源の回復に向けた取組

「挑もう！」 新たな価値を生み　挑戦を続ける産業
　（２）農業
　　①稼ぐ農業経営体の創出に向けた磨き上げ
　　　・さが園芸８８８運動の推進
　　　・「佐賀牛」の生産基盤の強化
　　　・新品種・新技術の開発・普及
　（３）林業
　　①持続可能な林業の確立
　　　・さがの林業再生プロジェクト
　　　・サガンスギでの再造林等推進
　（４）水産業
　　①玄海・有明海における魅力ある水産業の展開
　　　・玄海、有明海の水産資源回復
　　　・漁業のスマート化
　　　・有明海におけるノリ養殖の生産安定
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援



目標：安定的な試験研究活動
　　　・佐賀県窯業技術センターにおける令和10年度の研究課題数　10件
　　　・佐賀県窯業技術センターにおける令和10年度の依頼試験数　10,000件
　　　・佐賀県窯業技術センターにおける令和10年度の機器使用数　5,000件
　　　・佐賀県工業技術センターにおける令和10年度の研究課題数　10件
　　　・佐賀県工業技術センターにおける令和10年度の依頼試験数　1,500件
　　　・佐賀県工業技術センターにおける令和10年度の機器使用数　1,000件
　　　・佐賀県上場営農センターにおける令和10年度の研究課題数　９件
　　　・佐賀県農業試験研究センターにおける令和10年度の研究課題数　42件
　　　・佐賀県果樹試験場における令和10年度の研究課題数　16件
　　　・佐賀県茶業試験場における令和10年度の研究課題数　10件
　　　・佐賀県畜産試験場における令和10年度の研究課題数　13件
　　　・佐賀県玄海水産振興センターにおける令和10年度の研究課題数　８件
　　　・佐賀県有明水産振興センターにおける令和10年度の研究課題数　８件
　　　・佐賀県林業試験場における令和10年度の試験課題数　４件
　　　・佐賀県立九州シンクロトロン光研究センターにおける令和10年度の
　　　　研究課題数　５件
　　　・佐賀県立九州シンクロトロン光研究センターにおける令和10年度の
　　　　ビームライン設備使用数（利用課題数）　180件



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標

成果実績

目標値

達成度

単位

件

件

％

単位

評価年度

10

平成22年度 事業終了（予定）年度 令和８年度

成果目標 成果指標

佐賀県窯業
技術セン
ターにおけ
る研究課題
数
10件

佐賀県窯業
技術セン
ターにおけ
る令和10年
度の研究課
題数

事業開始年度

事業期間の設定理由 佐賀県施策方針２０２３の終期まで

令和11年度

佐賀県窯業
技術セン
ターにおけ
る依頼試験
数
10,000件

佐賀県窯業
技術セン
ターにおけ
る令和10年
度の依頼試
験数

成果目標 成果指標

佐賀県窯業
技術セン
ターにおけ
る機器使用
数
5,000件

佐賀県窯業
技術セン
ターにおけ
る令和10年
度の機器使
用数

成果実績

成果実績 件

目標値 件

達成度 ％

単位

件

目標値 件

達成度 ％

10,000

5,000

評価年度 令和11年度

評価年度 令和11年度



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標

佐賀県工業
技術セン
ターにおけ
る研究課題
数
10件

佐賀県工業
技術セン
ターにおけ
る令和10年
度の研究課
題数

成果目標 成果指標

佐賀県工業
技術セン
ターにおけ
る依頼試験
数
1,500件

佐賀県工業
技術セン
ターにおけ
る令和10年
度の依頼試
験数

成果目標 成果指標

佐賀県工業
技術セン
ターにおけ
る機器使用
数
1,000件

佐賀県工業
技術セン
ターにおけ
る令和10年
度の機器使
用数

成果目標 成果指標

佐賀県上場
営農セン
ターにおけ
る研究課題
数
９件

佐賀県上場
営農セン
ターにおけ
る令和10年
度の研究課
題数

目標値

達成度

単位

成果実績 件

件

達成度 ％

単位

成果実績 件

目標値 件

％

単位

成果実績 件

目標値 件

達成度 ％

単位

成果実績 件

目標値 件

達成度 ％

1,000

9

10

1,500

評価年度 令和11年度

評価年度 令和11年度

評価年度 令和11年度

評価年度 令和11年度



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標

佐賀県農業
試験研究セ
ンターにお
ける研究課
題数
42件

佐賀県農業
試験研究セ
ンターにお
ける令和10
年度の研究
課題数

成果目標 成果指標

佐賀県果樹
試験場にお
ける研究課
題数
16件

佐賀県果樹
試験場にお
ける令和10
年度の研究
課題数

成果目標 成果指標

佐賀県茶業
試験場にお
ける研究課
題数
10件

佐賀県茶業
試験場にお
ける令和10
年度の研究
課題数

成果目標 成果指標

佐賀県畜産
試験場にお
ける研究課
題数
13件

佐賀県畜産
試験場にお
ける令和10
年度の研究
課題数

成果実績

目標値

達成度

単位

件

目標値 件

達成度 ％

単位

成果実績 件

件

達成度 ％

単位

成果実績 件

目標値 件

％

単位

成果実績 件

目標値 件

達成度 ％

42

13

16

10

評価年度 令和11年度

評価年度 令和11年度

評価年度 令和11年度

評価年度 令和11年度



交付金事業の成果目標
及び成果実績

佐賀県林業
試験場にお
ける試験課
題数
４件

佐賀県林業
試験場にお
ける令和10
年度の試験
課題数

成果目標 成果指標

成果実績

目標値

佐賀県玄海
水産振興セ
ンターにお
ける研究課
題数
８件

佐賀県玄海
水産振興セ
ンターにお
ける令和10
年度の研究
課題数

成果目標 成果指標

佐賀県有明
水産振興セ
ンターにお
ける研究課
題数
８件

佐賀県有明
水産振興セ
ンターにお
ける令和10
年度の研究
課題数

成果目標 成果指標

件

単位

成果実績 件

目標値 件

達成度 ％

単位

件

達成度 ％

件

目標値 件

達成度 ％

単位

成果実績

8

評価年度 令和11年度

8

4

評価年度 令和11年度

評価年度 令和11年度



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和11年度

佐賀県立九
州シンクロ
トロン光研
究センター
における
ビームライ
ン設備使用
数（利用課
題数）
180件

佐賀県立九
州シンクロ
トロン光研
究センター
における令
和10年度の
ビームライ
ン設備使用
数（利用課
題数）

成果実績 件

目標値 件 180

達成度 ％

令和10年度の実績が集計可能となる次年度の令和11年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、今年度も県内11の試験研究機関において施設の原状回復及び
機能を維持するために行う修繕、その他の維持補修費用に充てるための基金造成を実
施できました。次年度以降についても、引き続き本事業を行うこととします。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

評価年度の設定理由

成果目標 成果指標

佐賀県立九
州シンクロ
トロン光研
究センター
における研
究課題数
５件

佐賀県立九
州シンクロ
トロン光研
究センター
における令
和10年度の
研究課題数

達成度 ％

単位

成果実績 件

目標値 件

評価年度 令和11年度

5



うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和３年度 令和４年度 令和５年度

134,432,567

134,432,567

100.0

128,916,293

128,916,293

100.0

1,289,460

1,289,460

100.0

基金積立額

活動実績

活動見込

達成度

単位

円

円

％

134,432,567

交付金事業の評価課室
佐賀県産業労働部ものづくり産業課、佐賀県窯業技術センター、佐賀県工業技術セン
ター、佐賀県農林水産部農政企画課

積立 － 1,289,460

交付金事業の担当課室
佐賀県産業労働部ものづくり産業課、佐賀県窯業技術センター、佐賀県工業技術セン
ター、佐賀県農林水産部農政企画課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

1,289,460128,916,293

令和５年度 備考

134,432,567 128,916,293 1,289,460 1,617,393,335

134,432,567 128,916,293 1,289,460

契約の相手方 契約金額

基金造成

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和３年度 令和４年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

九州シンクロトロン光
研究センター施設整備
基金造成事業

佐賀県 55,000,000 55,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

番号

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

九州シンクロトロン光研究センター施設整備基金造成事業

措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県佐賀市城内

交付金事業の概要

　佐賀県立九州シンクロトロン光研究センターは、シンクロトロン光の産業分野での
利活用を主たる目的として、地方自治体としては初めて建設された施設です。2006年2
月に供用を開始し、運転を続けてきましたが、シンクロトロン光発生の基幹部位であ
る「光源部」では、近年、耐久限界が顕著になっている部位（加速器系電磁石電源、
蓄積リング高周波系、フロントエンド部）に起因する故障（出力低下、光供給不安定
など）が頻発しています。
　将来的には光源部停止に至るような状況が危惧されるため、施設の機能確保ととも
に、利用者環境を確保するため光源部機器等の施設整備事業に基金を充当します。

【事業量】
　佐賀県立九州シンクロトロン光研究センターの施設整備事業に要する経費に充てる
　ための基金造成

　対象施設：佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター
　充当対象：加速器系電磁石電源、蓄積リング高周波系、フロントエンド部の更新等
　期　　間：令和４年度～令和９年度



目標値 時間

達成度 ％

成果実績 時間

9,000

時間

時間

％

評価年度

3,800

単位

ビームライ
ン利用時間
数（県有と
他機関有の
合計）
9,000時間

令和９年度
のビームラ
イン利用時
間数（県有
と他機関有
の合計）

令和９年度

成果目標 成果指標

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　④ものづくり産業の振興
　　　・ものづくり企業の新技術・新製品の開発、成長産業分野への参入、
　　　　人材の育成・確保への支援
　　　・ものづくりの素晴らしさや楽しさに触れる機会の創出
　　　・伊万里・有田焼等の伝統産業企業のブランディング・販路開拓等の支援

目標：県有ビームライン利用時間の増加
　　　・令和９年度の県有ビームライン利用時間数　3,800時間
　　　ビームライン利用時間数の確保
　　　・令和９年度のビームライン利用時間数（県有と他機関有の合計）9,000時間

令和10年度単位

令和４年度 事業終了（予定）年度

九州シンクロトロン光研究センターの施設整備の完了まで

県有ビーム
ライン利用
時間数
3,800時間

令和９年度
の県有ビー
ムライン利
用時間数

評価年度 令和10年度

達成度

成果目標 成果指標

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値

事業開始年度

事業期間の設定理由



うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和４年度単位

円

円

％

活動実績

活動見込

達成度

交付金事業の評価課室

基金造成

80,000,000

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

契約の相手方 契約金額

交付金事業の活動指標
及び活動実績

本交付金の活用により、佐賀県立九州シンクロトロン光研究センターの施設整備事業
に要する経費に充てるための基金造成を実施できました。次年度以降についても、引
き続き本事業を行うこととします。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

55,000,000

積立 － 55,000,000

交付金事業の担当課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

佐賀県産業労働部ものづくり産業課

令和９年度の実績が集計可能となる次年度の令和10年度に評価を実施。

令和４年度 令和５年度 備考

80,000,000 55,000,000 135,000,000

80,000,000 55,000,000

活動指標

評価年度の設定理由

令和５年度

80,000,000

80,000,000

100.0

55,000,000

55,000,000

100.0

交付金事業の定性的な成果及び評価等

基金積立額



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業に要

した経費
交付金充当額 備　考

1

企業導
入・産業
活性化措
置

令和５年度（下期）佐賀県原
子力発電施設等周辺地域企業
立地支援事業

佐賀県 38,970,292 20,022,000



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 企業導入・産業活性化措置 令和５年度（下期）佐賀県原子力発電施設等周辺地域企業立地支援事業

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県施策方針２０２３（令和５年度～令和８年度）
「挑もう！」 新たな価値を生み 挑戦を続ける産業
　（５）企業立地・商工業
　　②産業用地の確保と企業誘致の推進
　　　・産業用地の整備推進
　　　・多様で魅力のある地域の活力向上や経済成長につながる企業誘致

目標：補助対象企業の補助事業期間における継続率１００％
 　　　※補助対象企業の継続率＝
　　　　　　補助事業期間中の事業継続期間（月）÷補助事業期間（月）×100

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県

交付金事業の概要
原子力発電施設等の地域において、雇用を生む事業所の新増設を行った企業等に対し、実質的な
電気料金の割引となる給付金を交付します。

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

補助対象企
業の継続率
１００％

補助対象企
業の継続率
＝補助事業
期間中の事
業継続期間
（月）
÷補助事業
期間（月）
×100

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100.0

評価年度の設定理由

事業実施翌年度早期に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

-

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



達成度 ％ 100.0

補助金の交付企業数

活動実績 社 10

活動見込 社 10

交付金事業の総事業費等 令和５年度 備　考

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和５年度

総事業費 38,970,292

うち経済産業省分 20,022,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 20,022,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

交付金事業の評価課室 佐賀県産業労働部ものづくり産業課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

給付金の交付 随意契約（公募）
一般財団法人電源地域振興セ
ンター（東京都中央区）

38,832,207

県事務費 － 佐賀県 138,085



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和４、５年度（繰越））

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

（単位：円）

備 考番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

企業導入・産業
活性化措置

工業技術センター施設
設備整備事業

佐賀県 59,227,300 59,227,300



Ⅱ．事業評価個表（令和４、５年度（繰越））

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀県

交付金事業実施場所 佐賀県佐賀市鍋島町

交付金事業の概要

　佐賀県工業技術センターでは、さまざまな県内工業界（製造業）の振興を図るた
め、研究開発、地元企業の技術支援などに取り組んでいます。研究開発や技術支援に
必要な評価・分析機機能を向上させるため、老朽化した機器の更新に交付金を充当し
ます。
　自動車関連や電気・電子関連、樹脂成形関連では、老朽化している走査電子顕微鏡
を更新し、製品や部品等を高解像度の表面観察や元素分析、化学組成分析を用いた試
験研究機能を維持します。

　【事業量】
    ・走査電子顕微鏡　１式
   　（走査電子顕微鏡　本体、エネルギー分散型Ⅹ線分析装置（EDS）、
　   　後方散乱電子回析装置（EBSD））

措置名 交付金事業の名称番号

企業導入・産業活性化措
置

工業技術センター施設設備整備事業



交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

佐賀県総合計画２０１９（令和元年度～令和４年度）
 ４　豊かさ好循環の産業　さが
（５）企業立地・商工業
　③ものづくり産業の振興
　○　佐賀県経済をけん引するものづくり産業の持続的な成長を図るため、ものづく
り企業における生産性の向上や企業情報の発信とともに、技能・技術の伝承や人
材育成により人手不足を解消します。
　○　ものづくり産業の持続的成長のため、企業間連携や産学官連携、研究機関の利
活用促進などを通じたイノベーションによるオンリーワンの高付加価値の新技術・新
製品の開発や、県内企業が有する独自技術・製品の国内外への販路拡大・取引拡大に
対する支援に取り組みます。
　○　陶磁器や家具をはじめとする伝統的地場産品については、時代のトレンドを捉
えた顧客に選ばれる商品を持続的に生み出していくため、公設試験研究機関等の活用
促進や顧客視点に基づく新商品技術を継承していくため、次世代を担う技術者育成に
取り組みます。
　○　窯業技術を継承していくため、次世代を担う技術者育成に取り組みます。

目標：県内企業が抱える技術的な課題の解決
　　　・各種機器の利用開放件数　3,000件（令和５年度）

事業開始年度

事業期間の設定理由

令和５年度（繰越）令和４年度 事業終了（予定）年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

活動指標

令和６年度

評価年度の設定理由

成果目標

契約の相手方 契約金額

活動見込

達成度

単位

式

式

％

評価年度

3,000

令和５年度の成果が集計可能となる次年度の令和６年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の総事業費等

総事業費

交付金充当額

令和２年度 令和３年度

62,538,300

令和４年度 備考

44,770,000 62,538,300 59,227,300 325,837,620

44,770,000 62,538,300 59,227,300 (平成30年度～令和4年度)

44,770,000

走査電子顕微鏡 随意契約（入札不落）
株式会社ユーエスアイ佐賀営業
所（佐賀県佐賀市）

59,227,300

　利用開放件数を達成するため、導入機器の操作説明会の開催及びホームページでの
操作マニュアルの公開を実施します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

59,227,300

交付金事業の評価課室 佐賀県工業技術センター

交付金事業の担当課室 佐賀県工業技術センター

令和２年度 令和３年度 令和４年度

2

2

100.0

7

7

100.0

1

1

100.0

単位

件

件

％

機器の導入

活動実績

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

各種機器の
利用開放件
数
3,000件

令和５年度
の各種機器
の利用開放
件数

成果指標




